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平成30年（１月～12月）の 

観光集客実人員は3,420万人、観光消費額は3,633億円 
 

平成30年（１月～12月）の横浜市の観光集客実人員と観光消費額について、「平成30年度横浜市観

光動態消費動向調査」を基に推計した結果、観光集客実人員 3,420万人、観光消費額 3,633億円と

なりました。 

１ 「観光集客実人員」及び「観光消費額」          ※算出方法は、裏面参照 

区分 
観光集客実人員  

増減 増減率 
30年 29年 

宿泊 524 万人 462 万人 62 万人  13.5% 

日帰り 2,896 万人 3,169 万人 △ 273 万人 △ 8.6% 

合計 3,420 万人 3,631 万人 △ 211 万人 △ 5.8% 
        

区分 
観光消費額 

増減 増減率 
30年 29年 

宿泊 1,350 億円 1,567 億円 △ 217 億円 △13.9% 

日帰り 2,283 億円 1,991 億円 292 億円  14.7% 

合計 3,633 億円 3,557 億円 75 億円   2.1% 

※ 報告書の中の数値は、端数処理等の関係で総額と内訳の合計とが必ずしも一致していない場合があります。 

 

２ 「観光集客実人員」及び「観光消費額」の推移（26年～30年） 

 

平成 31 年４月 26 日 
文化観光局観光振興課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 
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◆「観光集客実人員」の算出方法 

 

○観光集客実人員（宿泊）の算出方法 

  

 
 

 

○観光集客実人員（日帰り）の算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「観光消費額」の算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪算出方法の註≫ 

（※１） 市内宿泊施設（ホテル・旅館 105 施設）の利用者延べ数 

（※２） 平成30年度横浜市観光動態・消費動向調査より算出 

     （市内10か所の観光施設等で、調査員による聞き取り調査） 

（※３） ・市内観光地点（観光施設・観光交通機関等 92 箇所）の利用者延べ数 

     ・主要公園流動量調査で算出した主要公園等４地点の年間来訪者数推計値合計の 

     ２点を合算した数値 

    ※平成21年度から実施している観光庁の観光入込客統計に関する共通基準に基づき、 

    以下の条件のいずれかに該当する施設は「観光地点立寄り延べ数」から除外 

    ① 日常利用が多い施設(月１回以上の頻度で訪問する人数の割合が半分以上) 

    ② 前年の観光入込客数が年間１万人未満の施設 

× 
平均消費額（宿泊）(※２) 

25,750 円 ≒ 
観光消費額（合計） 

3,633 億円 

観光消費額（宿泊） 

1,350 億円 

平均消費額（日帰り）(※２) 

7,882 円 × ≒ 
観光消費額（日帰り）

2,283 億円 

宿泊施設利用者延べ数（※１） 

7,338,964 人 ≒ 
観光集客実人員（宿泊） 

5,242,117 人 

平均宿泊数（※２） 

1.4 泊 

観光集客実人員 

（宿泊）

5,242,117 人 

宿泊客観光地点 

平均立寄り箇所数（※２） 

3.1 箇所 
× 

観光地点立寄り延べ数 

（※３） 

74,174,930 人 
－ 

≒ 
観光集客実人員 

（日帰り） 

28,962,183 人 
日帰り客観光地点 

平均立寄り箇所数（※２） 

2.0 箇所 

÷ 

観光集客実人員（宿泊） 

5,242,117 人 

観光集客実人員（日帰り） 

28,962,183 人 
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３ 参考 

 (1) 平成30年 横浜市観光入込客数（延べ数）について 
「観光集客実人員」の算出には、観光入込客数調査により得られた数値が基礎となること

から、参考として概要を掲載します。 

 

＜調査概要＞ 
市内の「観光施設等」「観光交通機関」「観光イベント」「宿泊施設」の４区分への入館者数等の

合計(延べ数)を算出。 
○対象期間 平成30年１月１日から12月31日まで 
○調査方法 各施設等への調査票の郵送等による送付、回収、集計。 
○調査対象 278箇所 

区分 対象数 内容 

観光施設等 79 テーマパーク、遊園地、展望施設、動物園、博物館 等 

観光交通機関 13 市内観光バス、横浜港観光船 等 

観光イベント 81 横浜開港祭、Dance Dance Dance @ YOKOHAMA 2018 等 

宿泊施設 105 ホテル、旅館 

合計 278  

 

＜観光入込客数（延べ数）の推移（過去５年）＞              （単位：人） 
 合計 日帰り 宿泊 対前年増減/率 

平成26年 44,257,834 37,905,006 6,352,828 △ 1,401,246 △ 3.1% 

平成27年 48,591,922 41,932,789 6,659,133 4,334,088 9.8% 

平成28年 46,017,157 40,007,720 6,009,437 △ 2,574,765 △ 5.3% 

平成29年 51,430,555 45,236,529 6,194,026 5,413,398 11.8% 

平成30年 46,862,937 39,523,973 7,338,964 △ 4,567,618 △ 8.9% 

 

＜観光入込客数（延べ数）エリア別内訳＞                 （単位：人） 

施設種別 大地区名 平成 30 年 平成 29 年 増減 増減率 

日帰り 39,523,973 45,236,529 △5,712,556  △ 12.6% 

  観光施設 26,391,093 25,269,283 1,121,810 4.4% 

     鶴見周辺 658,874 605,858 53,016 8.8% 

     みなとみらい・桜木町 11,763,596 11,076,576 687,020 6.2% 

     山下・関内・伊勢佐木町 4,199,510 3,518,094 681,416 19.4% 

     山手・本牧・根岸 1,867,171 1,998,562 △ 131,391  △ 6.6% 

     磯子・金沢 3,451,738 3,429,992 21,746 0.6% 

     その他 4,450,204 4,640,201 △ 189,997  △ 4.1% 

  観光交通機関 1,613,879 1,673,707 △ 59,828  △ 3.6% 

  観光イベント 11,519,001 18,293,539 △6,774,538  △ 37.0% 

宿泊 7,338,964 6,194,026 1,144,938 18.5% 

    鶴見周辺 389,913 402,812 △ 12,899  △ 3.2% 

    みなとみらい・桜木町 2,496,489 1,815,604 680,885 37.5% 

    山下・関内・伊勢佐木町 2,449,960 2,113,559 336,401 15.9% 

    磯子・金沢 97,938 86,679 11,259 13.0% 

    その他 1,904,664 1,775,372 129,292 7.3% 
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 (2) 行祭事・イベント等関連入込客数（平成30年延べ人数） 

横浜市内で開催されたイベントで、観光庁が定める「観光入込客統計に関する共通基準」に

該当したイベント（81件）の入込客数は、1,152万人となりました。 

開催月 主なイベント名称 

 

観光入込客数 
 

１-３月 
第 73 回国民体育大会冬季大会アイスホッケー競技会 

(7 件) 

1,152 万人 

横浜ダンスコレクション 2018         等 

４-６月 
2018ITU 世界トライアスロンシリーズ横浜大会 

(22 件) 横浜開港祭                 等 

７-９月 
Dance Dance Dance @ YOKOHAMA 2018 

(24 件) ピカチュウ大量発生チュウ！         等 

10-12 月 
横濱 JAZZ PROMENADE2018 

(28 件) 横浜マラソン EXPO2018            等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

文化観光局観光振興課長 永井 由香 Tel 045-671-3940 


